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１． 研究目的 

私の祖母は脳梗塞を患い半身麻痺のため、施設

で車椅子生活をしている。普段は介助者が面倒を

見てくれるが、介助者がいない場合、立ったり座っ

たりの動作には特に困難が伴う。社会的に見ると

少子高齢化が進み、介助を思うように受けられな

い高齢者も増えている。そんな高齢者が安心して

自立生活ができるように生活向上を促すデザイン

を提案する。 

 

２．調査内容 

高齢者人口の推移をもとに日常生活についての

調査を行った。また実際に行われている対策や市

場に出ている製品についての調査もおこなった。 

 

2.1.高齢者人口の推移 

総人口に占める高齢者人口の割合の推移をみる

と 1950 年（4.9％）以降一貫して上昇が続いており、

1985 年に 10％、2005 年に 20％を超え、2018 年は

28.1％となっている。 

国立社会保障・人口問題研究所の推計によると、こ

の割合は今後も上昇を続け、第２次ベビーブーム

期（1971 年～1974 年）に生まれた世代が 65 歳以

上となる 2040 年に占める高齢者人口の割合は

35.3％になると見込まれている。 

表１ 総務省統計局「高齢者人口の割合」 

2.2.高齢者世帯の生活 

厚生労働省が行った日常生活に関す意識調査で

は、今後の生活に不安があると回答した人は全体

の 80%以上に上った。 

表２ 厚生労働省「高齢社会に関する意識調査」 

 

2.3.高齢生活の難しいと感じる活動 

日常生活の中で難しいと感じる活動はいずれも 

「以前よりは難しいが、一人でできる程度」と答

えた人が全体 6%であったがそれぞれ全体の 2%程

度が「介助があればできる」や「一人では困難」

などと回答していた。 

表３ 内閣府「高齢者の健康に関する調査」 

 

2.4.高齢期の立ち座りの動作 

高齢者の多くは日常の立ち座りの動作に不安を

感じていることが多く、軽い転倒が大きな怪我や

事故につながる可能性も少なくない。 

高齢期に立ち座りの動作が難しくなる理由として、 

「加齢による筋力の衰え」 

「柔軟性の低下」 

「間接可動域の縮小」 

等の年齢的な身体的理由が考えられる。 

 



３．コンセプト及びアイディア展開 

コンセプト：「足から守る健康生活」 

本研究は多くの高齢者が抱える「立つ」「座

る」の悩みを解決することで生活向上を促すこと

を目的としている。高齢者が日常生活で常に持ち

歩くことを想定し、立ち座りの動作を補助するだ

けだはなく、持つことで安心感を与えるようなデ

ザインの提案を行う。提案の方向性としては、高

齢者が日頃持ち歩くことのできる杖（ステッキ）

を検討中である。日常での持ち歩きを考慮し持ち

やすく落とさないようなゴムや軽い素材を使用す

る。また立ち座り動作補助、それぞれの体型、動

作の際の体勢を考慮した安定した形状を提案す

る。 

 

４．提案内容 

高齢者の立ち座りを補助する為に両手で使用する

自立型の杖を検討している。現在、複数案デザイン

を展開中である。（図１） 

図１ 形状検討アイディアスケッチ 

 

Ａ案 

丸みのある形で地面への設置面を円錐状にしたデ

ザイン。ゴムなどの素材を使用することで変形に

も柔軟に対応し安定する。（図２） 

図２ 円錐型杖先ゴムＡ案スケッチ 

 

Ｂ案 

直線的な形状で地面への設置面を平面的な台形に 

したデザイン。 

平面的な構造で軽い素材を使用予定。杖と地面の

設置面にカーブをつけることで曲面や段差のある

場所にも対応する。（図３） 

図３ 台形型杖先ゴムＢ案スケッチ 

 

５．今後の展開 

 CG ソフト等を使用し、形状の確認・検討を行い

実寸大の試作を制作する。持ち手や形状など自分

自身で使用し確認した上でターゲットユーザーで

ある高齢者に使用してもらい問題点を抽出する。

また、その得られる過程から多角的に考察した上

でより使いやすく安心感を与えることのできるデ

ザインの検討を行う。デザインと機能を十分考慮

し素材の検討を行い最終的なモデルの制作をおこ

なう。 
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